















― 在宅介護の 3 本柱を中心に ― 
 
Geographical Characteristics of Long-term Care Insurance Services Utilization 
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要支援 2 などの軽度の段階では， 0 ％～ 1 ％台
と全く利用率がみられない結果となった。軽度の
段階では利用率が，全くみられないのに対して，











 居宅 3 サービスの利用率の地域性をみるため，
都道府県を便宜上，西日本と東日本に分けて地域
による偏りがみられるか要介護度別の利用率を比
較した。その結果が表 3 ，表 4 ，表 5 である。
表 3 が都道府県別の利用率割合の結果であり，















援 1 から要介護 2 までの軽度の段階の要介護度
をみると，圧倒的に西日本の都道府県が多いこと
がわかる。そして，要介護 3 で差がほとんどな
くなり，要介護 4 ，要介護 5 の重度の段階で東
日本の都道府県が多くなっていることがわかる。 
b）通所介護 



















































と推測できる。さらに，要介護 4 ，要介護 5 と
重度になるに連れて利用率が大きく下がるのは，
通所することが困難になるためだと考察できる。 
        
  人間関係学研究   16   2014 
 
62 














































































        
  人間関係学研究   16   2014 
 
64 















































































        
  人間関係学研究   16   2014 
 
66 




したのが要支援 1 であった。要支援 1 と要支援 2 
は，ほとんど利用率がなく，これは，その必要性









































































その点が 1 つ目の課題となる。 2 点目に，本稿
では訪問介護，通所介護，短期入所介護の居宅 3 
サービスに絞って現状について分析をおこなって
きた。今後の課題としては，他の居宅サービスに
おいても地域性がみられるのかそのサービスの枠
組みを広げてみていくことが必要であると考える。
以上を今後の課題として本稿の結びとしたい。 
 
 
注 
（1）厚生労働省「平成25年度介護給付費実態調
査の概況」
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kyufu/13/index.html,2014.10.15） 
（2）厚生労働省「全国介護保険・高齢者保健福
祉担当課長会議資料について」
（http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000038295.h
tml，2014.10.15） 
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